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【管理運営状況公表様式】 

令和７年度 青森県聴覚障がい者情報センターの管理運営状況 

 

県所管課 健康医療福祉部障がい福祉課 

指定管理者 一般社団法人 青森県ろうあ協会 

 会長 小沢 千枝子 

指定期間 令和７年４月１日～令和１２年３月３１日 

 

１ 管理業務の実施状況 

業務区分 概   要 

手話通訳者、要約筆記者

等の養成を行う業務 

国のカリキュラムに沿って、手話通訳者、要約筆記者等を養成す

るための講習会を開催した。 

聴覚障害者に対する各

種の相談、指導訓練、情

報提供等を行う業務 

聴覚障害者の生活・職業等各種相談を行うほか、手話講習会等の

指導訓練、情報機器の貸出し・施設の開放により情報提供を行っ

た。 

施設及び設備等の維持

管理に関する業務 

法令等に則り、日々又は定期に清掃及び各種設備の保守管理を

行い、適切に施設及び設備等の維持管理を行った。 

 

２ 管理施設の利用状況 

利用指標 年 度 計 画 実 績 計画対比 前年度対比 

利用人数 

（人） 

Ｒ４ ３，３００ ３，７６６ 

（指定前の実績） Ｒ５ ４，４００ ４，５１３ 

Ｒ６ ５，５００ ５，２２６ 

Ｒ７ ５，５００ ６，３２９ １１５．１％ １２１．１％ 

手話通訳者養成

講座の修了者数  

（人） 

Ｒ４ 

通訳Ⅰ  ８ 

通訳Ⅱ  ６ 

通訳Ⅲ  ４ 

通訳Ⅰ  ９ 

通訳Ⅱ  ８ 

通訳Ⅲ  ３ 

（指定前の実績） Ｒ５ 

通訳Ⅰ １０ 

通訳Ⅱ  ８ 

通訳Ⅲ  ６ 

通訳Ⅰ  ０ 

通訳Ⅱ  ３ 

通訳Ⅲ  ４ 

Ｒ６ 

通訳Ⅰ １４ 

通訳Ⅱ １２ 

通訳Ⅲ  ７ 

通訳Ⅰ １５ 

通訳Ⅱ  ５ 

通訳Ⅲ  １ 

Ｒ７ 

基本課程 １４

（通訳Ⅰ）   

応用課程  ８ 

（通訳Ⅱ・Ⅲ）  

基本課程  ９

（通訳Ⅰ） 

応用課程 １６ 

（通訳Ⅱ・Ⅲ） 

６４．３％ 

 

２００．０％ 

６０．０％ 

 

２６６．７％ 

要約筆記者養成 

講座の修了者数 

（人） 

Ｒ４ ８ ３ 

（指定前の実績） Ｒ５ １０ １ 

Ｒ６ １４ ８ 

Ｒ７ １４ １ ７．１％ １２．５％ 
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【増減理由】 

〇利用人数 

・目標数値 5,500 名に対し、6,329 名（前年度 5,226 名）と目標を達成した。 

 ・関係機関、団体等に施設パンフレット及び講座案内等を送付するなど周知に努めた他、

コロナ禍で減少していた講座の受講者数が回復してきたことにより利用者増となった。 

〇手話通訳者養成講座修了者数 

・受講者に一定の技術や知識が求められることから、受講者の選考試験及び修了試験を行

っているが、個別事情によりカリキュラムをこなせず修了できない受講者もおり、通訳

I は目標を達成しなかったが、通訳Ⅱ・Ⅲは目標を達成した。 

〇要約筆記者養成講座修了者数 

・受講者に一定の技術や知識が求められることから、受講者の選考試験及び修了試験を行

っているが、個別事情によりカリキュラムをこなせず修了できない受講者もおり、目標

人数１４名に対し、講座 Iは８名、講座Ⅱは１名と目標を達成しなかった 
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３ 評価結果 

評価項目 

指定管理

者自己評

価 

県所管課 

評価 コメント 

①サービスの維持・向上に

向けた取組みが適切に行

われているか。 ４ ４ 

利用者アンケート調査を適切に実施し、対 

策を講じる等、利用者の視点に立ったサービ

スの維持・向上に向けた取組が行われてい

る。手話の啓発や聴覚障がい者等への相談等

にも取り組んでいる。 

②利用促進に向けた取組み

が適切に行われているか。 

 
４ ４ 

市町村や関係機関に対し講座案内等を配

布するとともに、ホームページも随時更新す

る等、施設のＰＲや講座の周知広報に積極的

に取り組んだ。 

③施設、設備及び備品の維

持管理及び修繕が適切に

行われているか。 
４ ４ 

施設設備の保守点検を計画通り実施し、施

設の安全利用に配慮している。 

設備等の経年劣化が進んでいることから、

職員による点検や清掃を定期的に行い、異常

や故障等の早期対処と施設設備の維持管理

に努めている。 

④緊急時の対応・安全管理

などの危機管理が適切に

行われているか。 ４ ４ 

職員等による消防訓練のほか、緊急時に

聴覚障碍者が迅速に意思疎通を図ることが

できるよう施設内に筆談ボードを配置する

等、日頃より緊急時の対応・安全管理に配慮

している。 

⑤指定管理料が適正に執行

されているか。 
４ ４ 

経理状況等に問題はなく、適正に執行して 

いる。 

長期契約により経費節減をしている。 

⑥成果目標達成のための努

力が行われ、成果が上がっ

ているか。 
３ ３ 

成果目標を達成することができなかった

が、新型コロナウイルス感染症の流行期間に講

座の受講機会が減少した影響もあるため、やむ

を得ないと判断される。 

⑦その他法令等を遵守した

管理運営が行われている

か。 
３ ３ 

基本協定書の「個人情報取扱特記事項」を

遵守し、適正に取り組んでいる。 

総合評価 ４ ４ 

施設整備、各種事業の展開及び経理状況に  

おいて計画的に運営されており特に問題点

はなく、施設利用者からのアンケートにおい

ても概ね高評価を受けている。 

○評価基準 

５（秀）：業務水準書等の内容を上回り、特筆すべき実績をあげている。 

４（優）：業務水準書等の内容を上回り、優れた実績をあげている。 

３（良）：業務水準書等の内容が満たされている。 

２（可）：業務水準書等の内容が満たされず、一部改善を要する。 

１（不可）：業務水準書等の内容が満たされず、重大な改善を要する。 

 


